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音楽に興味がある方にもない方にも
音楽の素晴らしさを伝えたい

電子オルガンの可能性を広げたい
吉田 あかね 先生 桑原 哲章 先生

教員の
活動について

特集

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場

　本号を発行するにあたりご協力いただきました皆様に御礼申し上げます。
　今回は特集として「本学教員の活動について」を音楽科2名の教員で執筆させていただきました。普段、私達は「音楽＝演奏」で自分達の想いを
表現していますが、今回文章として書く機会をいただき「私たちの活動が常に本学教育に貢献できるようなものでありたいという思い」を改めて
強く感じました。本学には魅力的な教員が多くいます。今後も特集で本学教員の魅力を皆さまに感じ取っていただければ幸いです。

編 集 後 記

平成30年度  行事日程

福岡女子短期大学 ハンドボール部福岡女子短期大学 ハンドボール部

平成30年8月26日（日）～8月30日（木）まで沖縄県で開催『平成30年度
九州学生ハンドボールリーグ秋季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

平成30年11月10日（土）～14日（水）石川県金沢市で開催された『高松宮記念杯 
女子第54回 平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』に
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【女子1部リーグ結果】
4/29（日） 福女短　23-14　西南大
4/30（月） 福女短　17-14　名桜大
5/1（火） 福女短　22-17　琉球大
5/2（水） 福女短　27-15　熊本大
5/3（木） 福女短　13-32　福岡大

【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　熊本大 3勝2敗
４位　名桜大 2勝3敗
５位　琉球大 1勝4敗
６位　西南大 5敗

【表彰】
女子1部
優秀選手　赤塚　未菜
　　　　　牧　　遥花

【1回戦】福岡女子短期大学（九州）　13-34　東京女子体育大学（関東）

【女子1部リーグ結果】
8/26（日） 福女短　28-13　名桜大学
8/27（月） 福女短　39-10　熊本大
8/28（火） 福女短　35-13　琉球大
8/29（水） 福女短　34-12　沖国大
8/30（木） 福女短　17-32　福岡大

女子1部
優秀選手　中村　涼夏
　　　　　坂田　鈴央

【表彰】【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　名桜大 2勝2敗1分
４位　琉球大 2勝3敗
５位　熊本大 1勝3敗1分
６位　沖国大 5敗

福岡女子短期大学ハンドボール部は、木下監督のもと、1年生5名が加わり・創部2年目を迎えました。

平成30年4月29日（日）～5月3日（木・祝）に福岡市内で開催『平成30年度 
九州学生ハンドボールリーグ春季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

『平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』への出場権を獲得

2年連続出場しました。

広報委員長　桑原哲章

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場
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就職情報
学校の声
風早会だより

教員の活動について特集

野方幼稚園だより
福岡女子短期大学
キャンパス情報

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場

　本号を発行するにあたりご協力いただきました皆様に御礼申し上げます。
　今回は特集として「本学教員の活動について」を音楽科2名の教員で執筆させていただきました。普段、私達は「音楽＝演奏」で自分達の想いを
表現していますが、今回文章として書く機会をいただき「私たちの活動が常に本学教育に貢献できるようなものでありたいという想い」を改めて
強く感じました。本学には魅力的な教員が多くいます。今後も特集で本学教員の魅力を皆さまに感じ取っていただければ幸いです。

編 集 後 記

平成30年度  行事日程

福岡女子短期大学 ハンドボール部福岡女子短期大学 ハンドボール部

平成30年8月26日（日）～8月30日（木）まで沖縄県で開催『平成30年度
九州学生ハンドボールリーグ秋季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

平成30年11月10日（土）～14日（水）石川県金沢市で開催された『高松宮記念杯 
女子第54回 平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』に
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【女子1部リーグ結果】
4/29（日） 福女短　23-14　西南大
4/30（月） 福女短　17-14　名桜大
5/1（火） 福女短　22-17　琉球大
5/2（水） 福女短　27-15　熊本大
5/3（木） 福女短　13-32　福岡大

【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　熊本大 3勝2敗
４位　名桜大 2勝3敗
５位　琉球大 1勝4敗
６位　西南大 5敗

【表彰】
女子1部
優秀選手　赤塚　未菜
　　　　　牧　　遥花

【1回戦】福岡女子短期大学（九州）　13-34　東京女子体育大学（関東）

【女子1部リーグ結果】
8/26（日） 福女短　18-14　名桜大学
8/27（月） 福女短　28-13　熊本大
8/28（火） 福女短　24-20　琉球大
8/29（水） 福女短　27-14　沖国大
8/30（木） 福女短　17-32　福岡大

女子1部
優秀選手　中村　涼夏
　　　　　坂田　鈴央

【表彰】【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　名桜大 2勝2敗1分
４位　琉球大 2勝3敗
５位　熊本大 1勝3敗1分
６位　沖国大 5敗

福岡女子短期大学ハンドボール部は、木下監督のもと、1年生5名が加わり・創部2年目を迎えました。

平成30年4月29日（日）～5月3日（木・祝）に福岡市内で開催『平成30年度 
九州学生ハンドボールリーグ春季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

『平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』への出場権を獲得

2年連続出場しました。

広報委員長　桑原哲章

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場
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地
域
に
密
着
し
た
演
奏
活
動

地
域
に
密
着
し
た
演
奏
活
動

音
楽
科
講
師

　吉
田

　あ
か

　吉
田

　あ
か

　吉
田

　あ
か

　吉
田

　あ
か

音
楽
科 

准
教
授

　桑
原

　哲
章

F W J CF W J C

くださるコンサートになりました。

教員の 活動について特集
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　平
成
30
年
度
、「
健
康
栄
養
学
科
」
は
「
食

物
栄
養
科
」
か
ら
学
科
名
称
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　

　50
年
に
わ
た
る
栄
養
士
養
成
の
実
績
に
”食
”

と
”健
康
”の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
教
育
方

針
を
加
え
、
1
年
生
30
名
、
2
年
生
46
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　資
格
は
栄
養
士
・
栄
養
教
諭
・
フ
ー
ド
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
・
家
庭
料
理
技
能
検
定
に
健
康
管

理
士
を
加
え
た
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
で
健
康
を
学
ぶ

科
目
を
充
実
さ
せ
た
授
業
に
な
り
ま
す
。
正
課

外
授
業
は
食
に
対
す
る
技
術
と
知
識
を
学
び
学

生
の
自
信
と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。　学

外
講
義
で
は
1
年
生
は
学
科
特
別
研
修
で

ふ
ぐ
の
調
理
を
通
し
て
”食
物
”に
対
す
る
知

識
・
関
心
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
2
年
生
は
事

業
所
実
習
や
病
院
実
習
、
栄
養
教
育
実
習
の
実

習
先
訪
問
か
ら
、
社
会
に
通
用
す
る
”栄
養
士
”

の
力
を
蓄
え
て
い
き
ま
す
。

　講
義
や
学
校
行
事
と
日
々
忙
し
く
過
ご
す
学

生
で
す
が
、
皆
で
助
け
合
い
勉
学
や
研
修
に
笑

顔
で
努
め
る
姿
が
”未
来
の
栄
養
士
”と
し
て
、

卒
業
後
の
活
躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
卒
業

後
は
病
院
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
施
設
、

食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
様
々
な
分
野
で
栄
養
士
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
管
理
栄
養
士
へ
の

キ
ャ
リ
ア
アッ
プ
や
卒
業
後
3
〜
4
年
の
新
人
栄

養
士
研
修
会
を
開
催
す
る
等
、
既
卒
者
に
対
し

て
も
学
科
全
体
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
科 

学
科
長

　福
嶋
伸
子

　健
康
栄
養
学
科
で
は
、
9
月
16
日
に
卒
業
生

を
対
象
に
新
人
栄
養
士
特
別
講
座
を
行
い
ま
し

た
。　内

容
は
、
本
学
客
員
教
授
山
並
辰
巳
シ
ェフ

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
講
習
と

情
報
交
換
会
で
し
た
。
遠
く
は
沖
縄
か
ら
13
名

の
卒
業
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
料

理
講
習
で
は
、
若
鶏
の
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
風
・

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、
じ
ゃ
が
い
も
の
ス
ー
プ
と
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
使
っ
た
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ
ティ
ン
グ
を
体
験
し

ま
し
た
。
ご
参
加
の
卒
業
生
は
、
保
育
園
、
病

院
、
福
祉
施
設
な
ど
で
栄
養
士
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
情
報
交
換
会
で
は
、
仕
事
に
つ
い
て

多
く
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
毎
年
、
健
康
栄
養
学
科
で
は
、
管
理
栄

養
士
国
家
試
験
対
策
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
8
月
26
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
計
8
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
第
1
回
の
対
策
講
座
で
は
、

昨
年
の
受
講
生
で
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に

合
格
さ
れ
た
卒
業
生
（
平
成
20
年
度
）
の
有
村

百
合
恵
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
合
格
体
験

記
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を

き
っ
か
け
に
、
知
識
の
み
な
ら
ず
、
試
験
に
つ
い

て
の
情
報
を
収
集
し
、
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
の
合
格
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　音
楽
科
で
は
、
本
年
度
も
学
生
全
員
が
出
演

す
る
「
第
2
回 

未
来
へ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
ア
ク

ロ
ス
福
岡
シ
ン
フォニ
ー
ホ
ール
に
お
い
て
、
12
月
6

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
学
生
達
は
、
広
いス
テ
ー

ジ
で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

た
演
奏
を
堂
々
と
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
の
成
長
の
場
と
し
て
、
内
容
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
他
に
、
九
州
国
立
博
物
館
で

の
「
き
ゅ
ー
は
く
カ
フ
ェコ
ン
サ
ー
ト
」、「
風
早
コ

ン
サ
ー
ト
」、
外
部
か
ら
の
演
奏
依
頼
や
施
設
へ

の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
等
、
地
域
に
根
ざ
し
た
演

奏
活
動
を
通
し
て
成
長
す
る
学
生
の
姿
に
は
、

頼
も
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、
仕
事
と
し
て
の
実
践
力
を
養
う
た
め

に
、
本
年
度
よ
り
、
ヤ
マハ
や
カ
ワ
イ
等
の
企
業

や
、
地
域
社
会
と
の
連
携
に
よ
る
「
音
楽
キ
ャ
リ

ア
」
と
い
う
科
目
を
新
し
く
開
講
し
て
い
ま
す
。

平成30年12月6日（木）
アクロス福岡シンフォニーホール 【全席自由・入場無料】
第1部 12：30開場 13：00開演
第2部 18：00開場 18：30開演
第1部 福岡女子短期大学 音楽科学生によるマラソンコンサート
第2部 定期演奏会（合唱、トーンチャイム、  ソロ演奏）

　本
学
音
楽
科
で
は
、
太
宰
府
、
風
早
の
丘
に

お
い
て
50
年
以
上
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
継

承
し
つ
つ
、
更
な
る
教
育
環
境
の
向
上
を
目
指

し
、
2
0
1
9
年
春
に
校
舎
を
移
転
・
リ
ニュー

　九
州
国
立
博
物
館
内
の
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェで
、
音
楽
科
在
学
生
・
卒
業

生
が
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
来

館
の
皆
さ
ま
に
、カ
フェで
ほ
っ
と一息

つ
け
る
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
教
員
を
目
指
す
学
生
は
、
教
育
実
習

の
経
験
を
通
し
て
、
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
を
よ
り
強
く
し
た
よ
う
で
す
。
昨
年
度
も
、

数
名
の
学
生
が
中
学
校
等
で
講
師
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
後
に
続
い
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　近
年
は
卒
業
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
増
え
て
い

ま
す
が
、
来
年
度
よ
り
ま
た
新
た
に
「
音
楽
科

卒
業
生
の
会
」と
し
て
、「
み
ん
な
de
コン
サ
ー
ト
」

と
い
う
ス
テ
ー
ジ
も
始
ま
り
ま
す
。
卒
業
生
の
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
研
鑽
の
場
と
し
て
発
展
し

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　来
年
度
よ
り
音
楽
科
の
3
号
館
は
新
校
舎
へ

移
転
し
ま
す
。
先
生
方
や
学
生
と
共
に
長
い
歴

史
を
刻
ん
だ
音
楽
科
の
3
号
館
を
移
転
す
る
の

は
寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
教
員
一
同
気
持

ち
を
新
た
に
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
科
の
教
育
、

発
展
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

音
楽
科 

学
科
長

　鶴
田
智
子

か
ら
そ
の
技
を
直
に
学
べ
る
よ

う
、
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
の
日
本

料
理
「
弁
慶
」
か
ら
和
食
の
髙

松
幸
治
先
生
（
8
月
7
日
）、
京

鼎　

K
I
T
T
E
博
多
店
九
州

地
区
総
括
料
理
長
で
あ
る
中
華

料
理
の
松
本
耕
太
郎
先
生
（
8

月
8
日
）、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
元

シ
ー
ホ
ー
ク
総
料
理
長
山
並
辰

巳
先
生
（
8
月
9
日
）
の
3
名

の
先
生
方
に
本
学
へ
お
越
し
い
た

だ
き
、
1
〜
2
年
生
の
学
生
に

直
々
に
技
と
味
と
盛
り
付
け
等

を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ル
し
ま
す
。

　こ
の
新
し
い
教

育
環
境
で
、
学
生

一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
音
楽
の
技
術
力

と
表
現
力
の
向
上

を
目
指
し
、
個
性

を
伸
ば
す
教
育
を

行
い
ま
す
。

　健
康
栄
養
学
科
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
福

岡
在
住
の
有
名
な
プ
ロ
の
料
理
人
に
よ
る
「
プ
ロ

か
ら
学
べ
る
和
洋
中
」
講
座
を
2
0
1
8
年
8

月
7
日
〜
9
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　和
食
が
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
も
な
り
、
ま

た
世
界
中
の
料
理
が
日
本
に
集
ま
り
、
そ
こ
か

ら
日
本
独
自
の
味
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
高
い
水

準
を
示
す
日
本
の
食
文
化
で
は
、
栄
養
面
だ
け

で
は
な
く
、
味
覚
や
視
覚
に
も
訴
え
る
技
が
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
本
学
科
の
学
生
達
が
プ
ロ
の
料
理
人

日　程
会　場
時　間

内　容

金曜日（不定期開催）
九州国立博物館1階 エントランスホールオープンカフェ
1回目 14：00～14：30／2回目 15：00～15：30

平成30年
6月10日（日）
太宰府市文化
ふれあい館

日　時
場　所
出演者

日　程

会　場

グランドピアノ・アップライトピア
ノ・電子オルガン練習室を28
部屋完備。明るく開放感があり、
練習に集中して取り組めます。

『音楽ホール』では定期的な
学内演奏会や、実技試験、室
内楽の授業などを行います。地
域の皆様との交流の場としても
活用します。

『レッスン室』は音楽を学ぶう
えで一番大切な場所。学生が
音楽を学び、深く理解できる最
適な環境を提供します。

「
プ
ロ
か
ら
学
べ
る

　
　
　
　
　
和
洋
中
」
講
座

新
人
栄
養
士
特
別
講
座
・

　
　
管
理
栄
養
士
対
策
講
座

き
ゅ
ー
は
く

　
　
カ
フ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト

ご
挨
拶

ご
挨
拶

音
楽
科
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〜
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
〜

音楽ホール

健康栄養学科音 楽 科

レッスン室

練習室

学科だより

風
早
コ
ン
サ
ー
ト

第
2
回

　
未
来
へ
の
コ
ン
サ
ー
ト

▲ 新人栄養士特別講座

▲ 管理栄養士対策講座
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　文
化
教
養
学
科
で
は
、文
学
・
文
化
・
語
学
・

情
報
な
ど
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
授
業

で
の
効
果
的
な
I
C
T
活
用
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
女
性
と
し
て
自
立
し

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま

す
。本
学
科
の
教
育
課
程
の
中
で
、司
書
資
格
、

中
学
校
の
国
語
教
員
免
許
の
取
得
が
可
能
で

す
。
今
年
度
か
ら
は
、
華
道
、
茶
道
、
着
付
け

な
ど
を
実
習
形
式
で
学
ぶ
科
目
も
ス
タ
ー
ト

し
、
学
生
の
作
品
（
生
け
花
）
は
事
務
局
の
窓

口
な
ど
で
展
示
し
ま
し
た
。

　さ
て
、
今
年
度
も
1
年
生
の
学
科
特
別
研
修

を
8
月
6
日
、
7
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
、
図
書
館
・
博
物
館
、
名
所
・
旧
跡
な

ど
を
巡
り
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
実
地
で
理

解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
訪
問
先

　P
O
P
は
、
商
品
や
品
物
を
手
に
取
っ
て
も

ら
う
た
め
の
広
告
と
し
て
、
お
店
で
よ
く
見
か

け
ま
す
。
ま
た
図
書
館
や
書
店
で
も
、
本
の
内

容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
文
と
イ
ラ
ス
ト

を
添
え
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
化

教
養
学
科
で
は
、
1
年
生
の
プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

と
2
年
生
の
図
書
館
実
習
の
授
業
で
手
作
り

P
O
P
制
作
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
、
日
本
出
版
販
売
㈱
に
お
勤
め
だ
っ

た
講
師
の
片
山
茂
先
生
の
ご
尽
力
で
蔦
屋
書
店

イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
の
店
頭
に
販
売
用
の
本

と
一
緒
に
学
生
の
P
O
P
作
品
を
39
点
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　学
生
の
皆
さ
ん
が
、
卒
業
後
、
司
書
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
い
た
時
に
、
P
O
P

を
使
っ
た
広
報
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　第
52
回
風
早
祭
の
テ
ー
マ
は
「
咲
‐
わ
ら
い

‐
」
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「N

O
 

SM
ILE, N

O
 LIFE

」
で
し
た
。

　学
生
の
み
な
ら
ず
、
来
場
者
の
「
笑
顔
」
が

咲
き
誇
る
学
園
祭
に
し
た
い
と
の
こ
と
。
本
学

科
か
ら
は
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」（
高
校
生
の
部
、

大
学
生
の
部
）や「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
健

康
同
好
会
（
ダ
ン
ス
）」
の
舞
台
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
は
、
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員
会
九
州
地
区
の
赤
峰

稔
朗
先
生
の
協
力
の
下
、
高
校
生
4
名
と
本
学

生
4
名
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
高

校
生
の
優
勝
者
は
宮
原
直
希
さ
ん
（
博
多
工
業

高
等
学
校
）、
大
学
生
は
野
田
明
李
さ
ん
（
文
化

教
養
1
年
）
で
し
た
。
バ
ト
ラ
ー
の
「
本
」
へ
の

熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
発
表
後

の
さ
わ
や
か
な
「
笑
顔
」
が
印
象
的
で
し
た
。

来
年
の
バ
ト
ル
も
楽
し
み
で
す
。

　本
学
科
は
、
今
年
度
よ
り
「
保
育
学
科
」
か

ら
「
子
ど
も
学
科
」
へ
学
科
名
を
変
更
致
し
ま

し
た
。
今
ま
で
以
上
に
「
子
ど
も
と
の
関
わ
り

を
も
っ
た
教
育
」
を
行
う
と
い
う
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
4
月
に
は
新
し
く
4
人
の
教

員
と
16
期
生
と
な
る
学
生
を
迎
え
、
新
た
な
学

科
名
・
新
た
な
体
制
で
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　子
ど
も
学
科
の
教
育
の
特
徴
で
あ
る
音
楽
教

育
で
は
、
ピ
ア
ノ
練
習
を
レ
ベ
ル
別
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
本
学
の
音
楽
科
の
教
員
と
の
協
力

体
制
の
も
と
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
着
実
に
力

を
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
手
厚
い
指
導
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
技
術
だ
け
で
な
く
、
学

内
公
開
の
中
間
発
表
等
を
行
い
、
”人
前
に
立

つ
”こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
「
こ
ど
も
音
楽
療
育
士
」
の
資
格

取
得
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
支

　7
月
に
は
、
2
年
生
の
前
期
の
授
業
「
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
表
現
」
の
発
表
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。　こ

の
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
”子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
め
る
”ダ
ン
ス
を
創
作
し
て
お

り
、衣
装
や
小
道
具
を
工
夫
し
て
準
備
を
重
ね
、

当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
楽
し
い
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
学
外
に
も
広
報
し
て
近
隣
の
お
子
さ

ん
た
ち
に
も
見
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
学
生
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

体
を
動
か
す
可
愛
ら
し
い
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
、
学
生
の
意
欲
も
さ
ら
に
高
ま
っ
た
よ
う
で

し
た
。

援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
音
楽
を
通
し
た

関
わ
り
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
で
、
保
育
者

と
し
て
の
専
門
知
識
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
今
年
度
は
、
附
属
の
野
方
幼
稚
園
や
近

隣
の
保
育
園
で
の
交
流
、
ま
た
地
域
の
小
中
学

生
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
施
設
で
の
交
流
な
ど
、

学
外
で
の
実
践
的
な
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
少
人
数
で
の
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
授
業
だ

け
で
は
な
く
、
実
技
系
の
授
業
の
ま
と
め
と
し

て
の
発
表
会
や
、
学
園
祭
に
お
け
る
展
示
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
そ
の
他
様
々
な
発
表
の
場
を
持

ち
な
が
ら
、
保
育
者
と
し
て
の
企
画
力
・
実
践

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、
保

育
者
と
し
て
の
資
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
関

係
の
皆
様
に
も
是
非
発
表
を
見
て
頂
き
、
子
ど

も
学
科
の
学
生
の
学
び
の
成
果
を
感
じ
取
っ
て

頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

学
科
は
元
気
に
学
ん
で
い
き
ま
す
！！

子
ど
も
学
科 

学
科
長
補
佐 

宮
嶋
郁
恵

は
熊
本
市
で
、
先

の
熊
本
地
震
で
の

各
施
設
の
対
応
や

復
興
の
様
子
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
、
災
害
に

ど
う
向
き
合
う

か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と

と
も
に
、
日
頃
と

違
っ
た
学
生
同

士
、
教
員
と
の
交

流
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

文
化
教
養
学
科

学
科
長

牧
幸
浩

▲ 健康同好会

▲ 書道 ▲ ビブリオバトル

文化教養学科子 ど も 学 科

ご
挨
拶

イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
で
の

　
　
　
　
P
O
P
展
示
紹
介

学
園
祭
に
つ
い
て

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
発
表
会

ご
挨
拶

地 域 交 流

「子どもの体育」の授業では、
子どもたちと運動遊びを実践
しました。

近隣の子どもたちを招いての
クリスマス会。一緒にリース
やツリーを作りました。

「白雪姫」のオペレッタを子ど
もたちの前で披露しました。

子ども学科ブースでは、子ど
もたちとユニット折り紙を楽し
みました。

太宰府天満宮の夏祭りに手
作りおみこしで参加しました。

子どもの体育 クリスマス会 保育園との交流 キャンパスフェスタ 夏祭り

学科だより
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第
43
回
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
チュー

リ
ッ
プ
や
藤
な
ど
沢
山
の
花
が
咲
き
揃
う

中
、
大
き
め
の
制
服
に
身
を
包
ん
で
、
可

愛
い
新
入
園
児
が
入
園
し
ま
し
た
。

対
面
式
を
行
い
、
全
園
児
で
初
顔
合
わ
せ

を
し
ま
し
た
。
新
入
園
児
も
先
生
の
話
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
上
手
に
聞
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
年
長
組
は
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た

り
、
手
作
り
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
お
花
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
を
「
な
か
よ
く
し
よ
う
ね
」
と
言
っ
て

首
に
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
予
定
通
り
プ
ー
ル
開

き
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
い
ざ
プ
ー
ル

に
入
る
と
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
皆
大
喜

び
で
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
船
や
水
鉄

砲
を
試
し
た
り
、
水
あ
そ
び
用
の
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
、
素
敵
な
笑
顔
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
た
一
日
で
し
た 

！！

年
長
組
の
お
泊
り
保
育
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

イ
カ
割
り
、
夏
祭
り
ご
っこ
、
盆
踊
り
や
花

火
、
朝
の
お
散
歩
等
、
大
好
き
な
お
友
達

や
先
生
達
と
一
緒
だ
と
何
を
や
っ
て
も
楽
し

く
て
大
盛
り
上
が
り
の一
泊
二
日
で
し
た
。

第
43
回
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
か
け
っ

こ
や
玉
入
れ
、
お
遊
戯
や
バ
ル
ー
ン
、
組
体

操
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
元
気
いっ

ぱ
い
に
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
拍
手
と
金
メ
ダ
ル
を
貰
い
、
自
信
に
満
ち

た
笑
顔
で
いっ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た 

！！

芋
掘
り
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
お
芋
が
出

て
く
る
の
を
楽
し
み
に
、
芋
畑
の
土
を
ど
ん

ど
ん
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
お
芋
の
兄
弟
が

いっ
ぱ
い
顔
を
出
し
、
皆
大
喜
び
！！
収
穫
の

喜
び
を
存
分
に
味
わ
っ
た
楽
し
い
秋
の一
日
で

し
た
。

英
語
教
育
の一
環
で
、
年
長
組
が
ハロ
ウィ
ン

ごっこ
を
し
ま
し
た
。手
作
り
の
バッ
グ
片
手
に
、

仮
装
し
て「
T
r
ic
k 

or 

T
r
e
a
t
！
」

と
言
い
な
が
ら
園
内
を
パレ
ー
ド
し
て
、
各
ポ

イ
ン
ト
で
お
菓
子
を
貰
い
ま
し
た
。
今
日
は

お
菓
子
を
貰
っ
て
大
満
足
の
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。

生
活
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の
お
客

様
の
前
で
の
発
表
会
は
、
緊
張
す
る
子
、

逆
に
は
り
き
る
子
と
様
々
で
し
た
。
ど
の
ク

ラ
ス
も
、
こ
れ
ま
で
先
生
や
お
友
だ
ち
と
力

を
合
わ
せ
て
創
り
上
げ
て
き
た
遊
戯
や
劇

を
一
生
懸
命
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　幼
児
期
は“
”遊
び
”を
通
し
て
、
他
の
子
ど

も
と
関
わ
り
、
考
え
、
感
じ
、
表
現
す
る
力
を

育
む
こ
と
が
出
来
る
大
切
な
時
期
で
す
。
本
園

で
は
、
の
び
の
び
と
し
た
環
境
の
中
で
、
主
体

的
に
遊
び
・
学
び
合
う
こ
と
で
心
身
と
も
に「
強

く
、
正
し
く
、
優
し
い
」
子
ど
も
に
育
て
る
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
に
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
達

段
階
に
応
じ
た
内
容
で
、一
人
ひ
と
り
の
長
所

や
豊
か
な
才
能
を
伸
ば
し
ま
す
。

　本
園
で
は
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
2

歳
児
親
子
教
室
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
親
子
教
室

の
体
験
で
入
園
前
の
お
子

様
が
幼
稚
園
に
慣
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
、
保
護
者

の
皆
様
の
親
睦
お
よ
び
情

報
交
流
の
場
と
な
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　附
属
野
方
幼
稚
園
内
に
福
岡
女
子
短
期
大

学
の「
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

学
生
と
園
児
の
交
流
会
や
地
域
の
方
を
対
象
に

大
学
教
授
に
よ
る
幼
児
教
育
・
子
育
て
に
関
す

る
公
開
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
奮
闘
中
の

お
母
様
方
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ーションの
場
と
し
て

園
庭
を
開
放
す
る
日

を
設
け
てい
ま
す
。

　福
岡
女
子
短
期
大
学
附
属
野
方
幼
稚
園
は
、

今
年
度
創
立
43
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
園
は

長
年
に
わ
た
っ
て
福
岡
女
子
短
期
大
学
の
先
生
方

に
よ
る
音
楽
や
園
芸
な
ど
の
専
門
教
育
指
導
や
、

学
生
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設

け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
一
昨
年
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
が
設
置
さ
れ
、
ゼ
ミ
活
動
と
し
て
子
ど

も
学
科
の
学
生
さ
ん
が
本
園
に
来
て
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
く
遊
ん
で
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

又
、
今
年
度
6
月
の
音
楽
科
の
先
生
に
よ
る
ミ
ュー

ジ
ッ
キ
ン
グ
体
験
や
7
月
の
音
楽
科
の
学
生
さ
ん
に

よ
る
楽
器
演
奏
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の

人
と
出
会
い
楽
し
い
経
験
が
出
来
た
こ
と
は
、
大

変
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　本
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
じ
っ
く

り
と
遊
び
こ
ん
だ
り
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
の
び
の
び

と
遊
べ
る
よ
う
に
、
よ
り
良
い
環
境
を
整
え
る
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
遊
び
は
学
び
で
あ
り
、
幼
児

期
に
の
び
の
び
と
楽
し
く
遊
び
こ
む
経
験
や
、
集

団
遊
び
の
中
で
友
だ
ち
と
関
わ
っ
て
遊
ぶ
経
験
は
、

大
変
重
要
で
す
。こ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る
中
で
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
、
折
り
合
い
を
つ
け
る

こ
と
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
、
道
徳
心

や
規
範
意
識
等
、
幼
児
期
に
こ
そ
培
っ
て
ほ
し
い
生

き
る
力
の
土
台
と
な
る
様
々
な
も
の
を
た
く
さ
ん

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
園
生
活
の
様
々
な
活
動
や
行
事
、
専
門

講
師
に
よ
る
教
育
内
容
な
ど
も
、当
園
の
特
色
を

出
し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
体
験
し
楽

し
め
る
よ
う
に
、
毎
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
精

選
し
て
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　新
た
な
幼
稚
園
教
育
要
領
に
も
記
さ
れ
て
い
る
、

「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
を

さ
ら
に
意
識
し
て
、
今
後
も
研
修
を
重
ね
な
が
ら

教
員
皆
で
、
教
育
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　そ
し
て
、
九
州
学
園
の
建
学
の
精
神
「
強
く
、

正
し
く
、
優
し
い
」
子
ど
も
に
育
つ
よ
う
に
願
い
を

込
め
て
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
元
気
に
の
び
の
び

と
園
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
援
助
し
、
保
育
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

基礎体力を身につける 体育

いろいろな文化にふれる 英語

情操を豊かにする 音楽
野方幼稚園の特色

自然とふれあう 園芸

発達の段階に応じて理解していく 知識 表現を楽しむ 造形
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野方幼稚園

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

入園式

●

ご
挨
拶

教
育
方
針

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ（
2
歳
児
親
子
教
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
つ
い
て

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

園
庭
解
放

対面式プール開きお泊り保育第43回運動会芋掘り遠足ハロウィン生活発表会

学校法人九州学園
福岡女子短期大学附属

4月13日4月19日6月15日7月19日10月7日10月16日10月29日12月2日

野方幼稚園
園長

坂本 良子

幼稚園だより
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今
年
は「
咲
‐
わ
ら
い
‐ N

O
 

SM
ILE, N

O
 LIFE

」と
い
う
テ
ー
マ
、

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
学
園
祭
実
行
委

員
会
が
中
心
と
な
り
み
ん
な
で
１

つ
の
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
！！！

学
園
祭
で
は
全
セ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携

を
取
り
つ
つ
、学
生
の
み
ん
な
と
も

情
報
を
共
有
・
理
解
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
変
で
し
た
。

今
年
は
新
し
い
企
画
と
し
て
地
域

の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
た

事
で
、学
園
祭
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、た
く
さ
ん
の
方
に
助
け
て
い

た
だ
き
、無
事
に
学
園
祭
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

『
第
52
回
風
早
祭（
学
園
祭
）』は

「
咲
〜
わ
ら
い
〜
」を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。学
園
祭
当
日
は
忙
し
く
、

ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
園
祭
実
行
委
員
の
み
ん
な
で
協

力
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、来
場

者
や
学
園
祭
実
行
委
員
も
楽
し
め

た
学
園
祭
に
な
り
ま
し
た
。風
早
祭

（
学
園
祭
）を
無
事
に
成
功
出
来
た

の
も
た
く
さ
ん
の
方
の
支
え
が
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

学
園
祭
の
感
想

学
園
祭
実
行
委
員
　
委
員
長

（
子
ど
も
学
科 

2
年
）

鹿
屋
中
央
高
校 

出
身

田
中
　
茉
桜

学
園
祭
実
行
委
員
　
副
委
員
長

（
音
楽
科 

2
年
）

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校 

出
身

山
下
　
友
梨
亜

学
園
祭
の
感
想
2

（
子
ど
も
学
科 

2
年
）

福
岡
県
立
博
多
青
松
高
校 

出
身

学
友
会
　
会
長
　
惣
津
　
美
穂

（
音
楽
科 

2
年
）

佐
賀
県
立
武
雄
高
校 

出
身

学
友
会
　
副
会
長
　
松
尾
　
紗
也
加

学
友
会
は
、学
園
生
活
を
楽
し
く
送
っ
て
貰
え
る

よ
う
、行
事
の
準
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
行
わ
れ
る
会
議
の
資
料
作
り
や
様
々
な
行

事
の
準
備
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、学
生
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
、行
事
が
成
功
し
た
と
き
は
心
地
よ

い
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
友
会
の
主
な
活
動
は
、学
友
会
メ
ン
バ
ー
と
の

会
議
や
学
生
主
体
の
イ
ベ
ン
ト（
ク
リ
ス
マ
ス
会
・

学
園
祭
な
ど
）の
企
画
・
運
営
で
す
。そ
の
他
、太

宰
府
市
内
の
大
学
が
合
同
で
行
っ
て
い
る「
太
宰

府
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」の
活
動
に
も

参
加
し
ま
し
た
。

一
番
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
の
は
、私
が
初
め
て
携

わ
っ
た「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」で
す
。最
初
は
学
科
も

異
な
る
メ
ン
バ
ー
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
の
が
大

変
で
し
た
が
、仕
事
を
分
担
し
、協
力
し
あ
う
こ

と
で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
1
年
生
も
加
わ
っ
て
新
体
制
と
な

り
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
た
め

『
C
h
a
n
c
e
』と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し

た
！
初
め
は
１
年
生
と
２
年
生
と
の
交
流
が
少

な
か
っ
た
で
す
が
、「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」で
経
験
し

た「
皆
を
ま
と
め
る
こ
と
の
大
切
さ
」が
生
か
さ

れ
、学
園
祭
な
ど
の
学
内
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

皆
の
目
的
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

学
友
会
活
動
で
は
学

友
会
メ
ン
バ
ー
全
員

で
協
力
し
て
き
た
こ

と
で
充
実
し
た
1
年

に
な
り
ま
し
た
。全

学
生
、教
職
員
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
！

【
音
楽
科
】

●
教
職
員
の
方
々
に
大
変
丁
寧
に
ご
説

明
い
た
だ
き
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

就
職
活
動
の
際
、毎
日
の
よ
う
に
熱
心
に

指
導
し
て
頂
き
、お
蔭
様
で
内
定
を
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。現
在
、

教
育
実
習
中
で
す
が
、厳
し
い
な
か
頑
張

れ
て
い
る
の
は
先
生
方
の
ご
指
導
の
お
か

げ
で
す
。

【
文
化
教
養
学
科
】

●
先
生
方
に
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、子
ど
も
に
対
し
て
前
向
き
に
接
し

て
い
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。先
生

方
や
ほ
か
の
保
護
者
の
方
の
話
が
聴
け
て

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
娘
が
学
校
の
事
を

あ
ま
り
話
し
て
く
れ
な
い
の
で
…
）

【
子
ど
も
学
科
】

●
学
長
先
生
の
学
生
に
対
す
る
思
い
や
り

が
伝
わ
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。就
職
活

動
に
つ
い
て
の
説
明
で
は
、就
職
に
対
す
る

親
と
し
て
の
姿
勢
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り

な
ど
、改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
別
懇
談
会
で
は
、先
生
方
の
保

護
者
に
対
す
る
対
応
が
と
て
も
よ
く
、熱

心
に
指
導
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
娘
た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
子
ど
も
学
科
】

【
健
康
栄
養
学
科
】

●
子
ど
も
学
科
、健
康
栄
養
学
科
、両
方

の
懇
談
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ど
ち
ら
も
先
生
方
み
な
さ
ん
熱
心
に

子
ど
も
達
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な

学
校
で
子
ど
も
達
も
先
生
方
に
相
談
し

や
す
い
雰
囲
気
が
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

●
話
し
や
す
く
、色
ん
な
こ
と
が
聞
け
て

又
先
生
方
も
し
っ
か
り
子
ど
も
の
こ
と
を

考
え
て
指
導
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

【
子
ど
も
学
科
】

●
学
校
の
様
子
、楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
ま
し
た
。

就
職
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
っ
か
り
し
て
下

さ
っ
て
い
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
安
心

し
ま
し
た
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

5 2 t h  K A Z A H A Y A  F E S T I V A L
保
護
者
懇
談
会

学
友
会
か
ら
…

風 早 祭風 早 祭第52回

9
月
16
日（
日
）本
学
に
て
保
護
者
懇
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。参
加
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
コ
メ
ン
ト
を
一
部

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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公開講座

学校の声

　
短
大
同
窓
会
で
あ
る
風
早
会
は
、

卒
業
生
約
二
万
八
千
名
か
ら
な
る
組

織
で
す
。

　
毎
年
開
催
す
る
総
会
と
懇
親
会

は
、西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、

多
く
の
卒
業
生
と
先
生
方
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、短

大
開
学
を
振
り
返
っ
て
D
V
D
を
作

成
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、若
い
世
代
の
卒
業
生
と
の
つ

な
が
り
と
し
て
卒
業
生
交
流
会
や
学

科
の
卒
業
生
向
け
の
講
座
を
支
援
す

る
な
ど
の
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、昨
年
度
よ
り
風
早
会
主

催
講
座
を
復
活
し
、卒
業
生
だ
け
で

な
く
、地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
を
今
後
も
企
画
し
て
い

き
ま
す
。

　
今
後
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実

し
、卒
業
生
の
情
報
と
母
校
の
様
子

が
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
に

い
た
し
ま
す
。

　
風
早
会
は
卒
業
生
と
母
校
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
大
接
続
の
重
要
性
が
問
わ
れ
る
中
、

本
学
も
教
育
改
善
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一つ
が
ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
、
学
生
自
身

が
課
題
を
発
見
認
識
し
、
そ
れ
に
対
応
で

き
る
能
力
を
獲
得
さ
せ
る
。
言
葉
で
は
簡

単
で
す
が
、
教
員
に
も
能
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
知
識
だ
け
で
は
学
生
を
指
導
で

き
ま
せ
ん
。
毎
回
授
業
の
工
夫
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
私
達
は
、
F
D
研
修
を
行
い
、

授
業
参
観
に
よ
り
他
の
先
生
の
良
い
と
こ

ろ
を
学
び
、
日
々
改
善
の
毎
日
で
す
。
教

育
の
質
保
証
も
重
要
で
す
。
本
学
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
確
実
な
も
の
と
す

る
た
め
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生

実
態
調
査
、
就
職
先
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

り
、
建
学
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、

D
P
は
確
実
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
か
を
精

査
し
、
学
生
が
有
意
義
に
学
べ
る
よ
う
、

そ
し
て
内
部
質
保
証
が
確
実
な
も
の
と
な

る
よ
う
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
学
生

が
授
業
で
何
を
学
べ
ば
良
い
の
か
。
何
が

獲
得
で
き
る
の
か
。
そ
れ
を
指
し
示
す
の

は
、
シ
ラ
バ
ス
で
す
。
次
年
度
は
、
毎
回

の
授
業
内
容
や
事
前
事
後
学
習
内
容
・
時

間
数
な
ど
を
よ
り
詳
し
く
書
き
込
み
、
福

女
短
で
学
べ
て
良
か
っ
た
！
と
学
生
が
満

足
で
き
る
短
大
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
本
学
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ

て
実
感
し
た
こ
と
は
、
短
大
生
の
学
生
生

活
は
本
当
に
短
く
て
、
慌
た
だ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
入
学
式
を
終
え
る
と
、
２

年
後
の
進
路
を
考
え
て
履
修
登
録
を
行

い
、
多
く
の
学
生
が
ほ
と
ん
ど
空
き
時
間

の
な
い
時
間
割
で
、
毎
日
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取
得
を
目
指
す
学

生
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
、
施
設
、

事
業
所
、
図
書
館
な
ど
の
施
設
で
数
週
間

の
実
習
に
臨
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
費
や

生
活
費
を
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
っ

て
い
る
学
生
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
忙
し
い
時
間
を

縫
っ
て
、
部
活
動
や
学
友
会
活
動
に
力
を

注
い
で
い
る
学
生
た
ち
も
数
多
く
い
ま

す
。
ま
た
、
太
宰
府
市
等
の
地
域
行
事
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
学

生
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。
一
方
、
授
業
が

終
わ
れ
ば
大
学
に
残
ら
ず
帰
っ
て
し
ま
う

学
生
も
増
え
、
以
前
の
よ
う
な
部
活
動
の

勢
い
は
失
わ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
学
生
数
が
少
な
く
な
っ
た
今
日
、
往

年
の
よ
う
な
活
動
を
保
つ
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
正
課
外
の
活
動
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
彼
女
た
ち
の
姿
に
ス
ポ

ッ
ト
が
当
た
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

釜
瀬
冨
士
雄
記
念
奨
学
生

健
康
栄
養
学
科

村
橋
　
佳
奈

音
楽
科

田
中
　
花
音

文
化
教
養
学
科

結
城 

ほ
の
か

子
ど
も
学
科

猪
口
　
鈴
菜

健
康
栄
養
学
科

矢
羽
田 

楓
乃

健
康
栄
養
学
科

南
　
　
汐
里

健
康
栄
養
学
科

野
國
　
礼
未

音
楽
科

木
下
　
七
重

文
化
教
養
学
科

國
武
　
伶
衣

子
ど
も
学
科

草
場
　
咲
希

子
ど
も
学
科

川
上 

珠
莉
愛

子
ど
も
学
科

富
田
　
詩
穂

子
ど
も
学
科

森
　
　
花
音

開
学
50
周
年
記
念
奨
学
生

ステップアップ家庭菜園
＜前期＞5月9日（水）～7月25日（水）毎週水曜日　全12回
＜後期＞9月26日（水）～1月23日（水）隔週水曜日　全8回
学内圃場
中元博明　講師（子ども学科）

はじめての家庭菜園
＜前期＞5月9日（水）～7月25日（水）毎週水曜日　全12回
＜後期＞9月26日（水）～1月23日（水）隔週水曜日　全8回
学内圃場
中元博明　講師（子ども学科）

そだてて食べよう
6月2日（土）・11月3日（土）
保育実習室および学内圃場
中元博明　講師（子ども学科）

季節を感じる食体験をしよう①（夏野菜を使ったピザ編）
6月2日（土）
調理学実習室
野村幸子　講師（健康栄養学科）

風早コンサート
6月10日（日）
太宰府市文化ふれあい館
音楽科在学生

管理栄養士国家試験対策講座
8月26日（日）・9月23日（日）・10月13日（土）・11月4日（日）・
11月18日（日）・11月25日（日）・12月16日（日）・1月26日（土）
123教室
健康栄養学科教員および外部講師

続・伊能忠敬が歩いた太宰府（座学）
10月3日（水）
135教室
野澤秀樹　理事長

続・伊能忠敬が歩いた太宰府（実地講座）
10月10（水）
西鉄五条駅～太宰府天満宮
野澤秀樹　理事長
味酒安則氏（太宰府天満宮　禰宜・学芸員）

生活習慣病をよく理解し健康寿命を延ばそう
11月14日（水）
135教室
福嶋伸子　教授（健康栄養学科）
宮嶋郁恵　教授（子ども学科）
藤　啓子氏（医療法人順和　長尾病院　薬剤科　薬剤師）

季節を感じる食体験をしよう（クリスマス編）
12月22日（土）
調理学実習室
野村幸子　講師（健康栄養学科）

たのしい味噌つくり
1月9日（水）
222教室
岡本啓湖　教授（健康栄養学科）

季節を感じる食体験をしよう（バレンタイン編）
2月3日（日）
調理学実習室
野村幸子　講師（健康栄養学科）

きゅーはくカフェコンサート
金曜日（不定期）
九州国立博物館1階
エントランスホールオープンカフェ
音楽科在学生・卒業生

教
務
部
長

野
口
　
誠
司

永
利
　
和
則

学
生
部
長

風早会だより

催
講
座
を
復
活
し
、卒
業
生
だ
け
で

「
教
育
の
質
保
証
」

「
正
課
外
活
動
を

　
支
え
て
い
く
こ
と
」

・風早会総会・懇親会で理事長、学長との交流
 （西鉄グランドホテル）

風早会主催講座
深川富美代先生「チャーミングな生き方」

奨学生宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
校 

出
身

福
岡
県
立
朝
倉
高
校 

出
身

福
岡
県
立
福
岡
魁
誠
高
校 

出
身

熊
本
県
立
天
草
工
業
高
校 

出
身

山
口
県
立
下
松
高
校 

出
身

福
岡
県
立
小
倉
商
業
高
校 

出
身

熊
本
県
立
熊
本
農
業
高
校 

出
身

熊
本
市
立
千
原
台
高
校 

出
身

久
留
米
市
立
久
留
米
商
業
高
校 

出
身

福
岡
県
立
久
留
米
筑
水
高
校 
出
身

山
口
県
立
小
野
田
高
校 

出
身

沖
縄
県
立
那
覇
高
校 

出
身

大
分
県
立
玖
珠
美
山
高
校 

出
身

【
受
給
資
格
】

本
学
の
創
設
者「
釜
瀬
冨
士
雄
氏
」

の
遺
徳
を
記
念
し
て
設
け
た
本
学

独
自
の
奨
学
制
度
で
す
。人
物
・
学

業
と
も
に
優
秀
な
学
生
を
選
考
の

う
え
採
用
し
ま
す
。
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福岡国際大学
氏　名 職　名 発令年月日

退
職

大浦 陽 学長・教授 H30.3.31

海村 惟一 教授・国際コミュニケーション
学科長 H30.3.31

迫 由紀子 教授・教務部長 H30.3.31
小川 郁夫 教授・学生部長 H30.3.31
藤岡 寛己 教授 H30.3.31
ドミニック・マリーニ 准教授 H30.3.31
礒村　英司 准教授 H30.3.31
占部 匡美 特任准教授 H30.3.31
黄 晸煖 特任講師 H30.3.31

福岡女子短期大学
氏　名 職　名 発令年月日

新
規
採
用

岡本 啓湖 特任教授 H30.4.1
高橋 敬一 特任教授 H30.4.1
福嶋 真郷 特任教授 H30.4.1
黒川 早苗 講師 H30.4.1
桐生 直代 講師 H30.4.1
樋口 和美 講師 H30.4.1
大年 真理子 講師 H30.4.1
安久津（壽谷）谷）谷 静香 特任講師 H30.4.1
諸隈 久美子 助手 H30.4.1

昇
任 宮嶋 郁恵 教授 H30.4.1

配
置
換

大石 明子 インスティテューショナル・
リサーチ室室員 H30.3.1

無津呂 淳一 インスティテューショナル・
リサーチ室室員 H30.3.1

職
務
付
加

尾花 雄路 図書館長 H30.4.1
野口 誠司 教務部長 H30.4.1
永利 和則 学生部長 H30.4.1
福嶋 伸子 健康栄養学科学科長 H30.4.1
鶴田 智子 音楽科学科長 H30.4.1

牧 幸浩 文化教養学科学科長・
教養教育推進センター長 H30.4.1

退
職

秋好　晴彦 教授・図書館長・
保育学科学科長 H30.3.31

宇賀田 克子 特任教授 H30.3.31
石井 和夫 特任教授 H30.3.31
倉本 優子 准教授 H30.3.31
水野谷（澤野）祥子 講師 H30.3.31
松尾 裕美 講師 H30.3.31
永田 純美 助手 H30.3.31

福岡女子短期大学附属野方幼稚園
氏　名 職　名 発令年月日

退
職 宇賀田克子 園長 H30.3.31

職
務
付
加

坂本 良子 園長 H30.4.1

新
規
採
用

永田 千花子 教諭 H30.4.1

事務局
氏　名 職　名 発令年月日

退
職

佐藤 佳奈 入試広報課事務職員
（非常勤） H30.3.31

藤野由貴子 履修支援課事務職員
（非常勤） H30.3.31

嘉永 千差 学生支援課事務職員
（非常勤） H30.3.31

石丸 絵里 図書館情報課事務職員
（非常勤） H30.3.31

石川 綾香 保育学科非常勤職員
（パート） H30.3.31

渡辺 昭洋 会計課巡視員（パート） H30.9.30
新
規
採
用

安陪 稔 会計課巡視員（パート） H30.10.1

◆ 進学先等
平成29年度（2018年3月）卒業生進路実績

進　路 進学先名

大学（編入）（5） （本科）平成音楽大学音楽科音楽療法コース、久留米大学文学部国際文化学科、長崎国際大学健康管理学部健康栄養学科、福岡女学院大学人間関係学部子ども発達学
（専攻科）佛教大学通信教育課程本科

短大専攻科（6） （本科）福岡女子短期大学専攻科音楽専攻
専修学校（2） （本科）福岡調理専門学校、大牟田医師会専門学校
◆ 主な就職先（本科）

業　種 企業名
製造業（4） ㈱アルビオン、ン、ン ㈱ジェイデバデバデ イス、日本プラスチックス・テクノロジーズ㈱、㈱イケヒコ・コーポレーション
ガス業（1） 山口合同ガス㈱

卸小売業（19）
サンヨウ㈱、中川建材㈱、㈱岩田屋三越、㈱しまむら（しまむらグループ）、MARK STYLER ㈱、㈱リンクイット、㈱サマンサタバサジャパンリミテッド、㈱ヤングファッション研究所、㈱千鳥
饅頭総本舗、日本商工㈱、九州風雲堂販売㈱、㈱ホンダカーズ中央佐賀、㈱クロスメディア-アイ、小川楽器㈱、㈱漢方生薬研究所、㈱ププレひまわり、㈱コスモネット、㈱日本テレメッセージ、ジ、ジ
㈱再春館製薬所

不動産業（1） ㈱ランドネット

飲食サービス業（19） ㈱ジョイフル、㈱ジェイグループホールディングス、イズミ・フード・サービス㈱
【受託給食】エームサービス㈱（3）、㈱ LEOC（3）、富士産業㈱（4）、シダックス㈱、㈱魚国総本社、淀川食品㈱、㈱ミールマックス、㈱日米クック、日清医療食品㈱

生活関連・その他サービス業（6） ㈱ジェイアール西日本フードサービスネット（2）、㈱メモリード、㈱ボディワーク、ヘアー＆メイク・メデューサ、サ、サ ㈱ゾーン

教育・学習支援業（25）

【学校教育】広川中学校（音楽）、高田中学校（音楽）、柏原小学校（栄養教諭）、古賀特別支援学校（講師）、高鍋西小学校（講師）
【幼稚園】ももえだこども園、甘木双葉幼稚園、筑水学園（月の浦幼稚園）、たから幼稚園、ことぶき幼稚園、元岡幼稚園、藤原こども園、たかすこども園、吉井幼稚園、野方幼稚園、西原
幼稚園、城島すみれ幼稚園、大口幼稚園、平安こども園、小値賀こども園 ※こども園含む
【音楽教室】ヤマハ音楽振興会（ヤマハ音楽教室）
【図書館等】九州大学附属図書館医学図書館、与那原町立図書館、新上五島町立中央図書館
【その他】㈱ ABC Cooking Studio

医療・福祉業（保育園）（39）

【保育関係】あおぞら保育園、かとう保育園、たんぽぽ保育園、むつみ会（千種保育所）、みずほ保育所（2）城山保育園、白百合保育園（2）、二ツ河保育園、水城青稜保育園（4）、なかが
わ保育園（2）、のため保育園、昭代保育園、平野保育園、盛真会グループ（春日保育所）（2）、やよいが丘保育園、美野里保育園、和光保育園、柏原保育園、第二よろこび保
育園、唐津市社会福祉協議会立町田保育園、人吉乳児保育園、西久留米保育園、ゆたか保育園、すずらん保育所、高良内保育園、㈱アイグラン（鹿児島市立病院こあらっこ
保育園）、㈱日本保育サービス（アスクお台場保育園）、㈱ニチイ学館（ニチイキッズ天神保育園）、アートチャイルドケア㈱（ろりぽっぷたまプラーザ）

【栄養調理】久保保育園、泰幸保育園、なかがわ保育園

医療・福祉業（施設等）（12）
【栄養調理】天真会博多老人ホーム
【音楽療法・介護・事務】㈱日本福祉会えがおで寺塚、㈱シダー、㈱末広福祉会フラワーガーデン、ン、ン
【支援】障がい者支援施設三気の里、児童養護施設熊本天使園、障害者支援施設小富士園、ひばりが丘学園、玄洋会（3）、こぐま福祉会

医療・福祉業（病院等）（5） 【栄養調理】岡部病院、くまクリニック、三野原病院、済生会二日市病院
【事務他】石橋眼科医院

郵便・複合サービス（3） 日本郵便㈱（2）、JAみい
事業サービス他（3） パナソニックエコソリューションズテクノサービス㈱、シダックス大新東ヒューマンサービス㈱、㈱オートリサイクルナカシマ
公務（2） 吉富町役場、佐賀県警察本部
◆ 主な就職先（専攻科）

業　種 企業名
教育・学習支援業 筑紫野南中学校（音楽）、古賀特別支援学校（講師）（2）、カワイ音楽教室、くにみこども園、㈱ゼンオン教育センター（2）
サービス業 ㈱クレモ・オーヴェスト、（有）ステージ・ラボ
施設 デイサービスセンター雅翔
※１つの進学先に複数名進学している場合もあります。す。す ※1つの企業、園、施設に複数名就職している場合もあります。す。す

学生生徒納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

412,173
6,665
1,773
93,698

0
33,897
1,290
19,204

0
129,660
425,858

△ 138,670
541,190
1,526,738

539,113
180,045
140,820

0
0

317,000
22,500

0
24,134
5,500

△ 14,120
311,746
1,526,738

収入の部
科　　目 金　額

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
[ 予 備 費 ]

資 金 支 出 調 整 勘 定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

支出の部
科　　目 金　額

上記予算は、平成30年3月23日評議委員会に諮り理事会において承認されたものである。
（学校法人九州学園本部事務局）

平成30年度　資金収支予算書　平成30年4月1日～平成31年3月31日 （単位：千円）

学生生徒納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

492,507
6,815
2,098

118,995
0

31,574
1,478

129,610
0

112,457
67,712

△ 259,562
1,016,364
1,720,052

740,996
230,976
122,268

0
14,607
18,057
20,000
22,906

△ 20,297
570,536
1,720,052

収入の部
科　　目 金　額

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

資 金 支 出 調 整 勘 定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

支出の部
科　　目 金　額

上記決算は、公認会計士・法人監査を受け、平成30年5月25日評議委員会・理事会において承認されたものである。
（学校法人九州学園本部事務局）　※千円未満切り捨てのため合計金額が一致しておりません。

平成29年度　資金収支計算書　平成29年4月1日～平成30年3月31日 （単位：千円）

　
2
0
1
8
年
度
卒
業
見
込
み
者
の

就
職
内
定
率
は
1
月
現
在
、78
・
5
％

で
あ
り
、今
後
年
度
末
ま
で
に
上
昇
す

る
見
込
み
で
す
。キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、

一
定
又
は
特
定
の
職
業
に
従
事
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
や
能
力
を
獲
得
す

る
た
め
の
学
習
は
勿
論
、一
人
ひ
と
り
の

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、必
要

な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
の
向
上

を
目
指
す
学
習
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
背
景
に
は
、文
部
科
学
省
中
央

教
育
審
議
会（
2
0
1
3
）「
今
後
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て（
答
申
）」に
お
け
る
体
系
的
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
策
、学
校
か
ら
社

会
へ
の
移
行
を
見
据
え
た
教
育
課
程
内

外
で
の
学
習
や
活
動
の
充
実
や
、同
審

議
会（
2
0
1
2
）「
新
た
な
未
来
を
築

く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向

け
て（
答
申
）」に
お
い
て
、学
生
の
主
体

的
学
び
や「
能
動
的
学
修
」に
よ
る「
基

礎
的
・
汎
用
的
能
力
」等
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

高
等
教
育
の
質
的
転
換
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、本
学
で
は「
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
」な
ど
を
開
講
す
る
と
と
も
に「
社

会
人
基
礎
力
」向
上
や
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
観
点
か
ら
、実
用
性
の
あ
る
多
角

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
様
々
な
人

と
の
関
わ
り
を
続
け
て
い
る
と
、時
に

は
、方
向
性
や
光
が
み
え
な
い
よ
う

な
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。し
か
し
、そ
の
状
況
を
何
と
か

過
ご
し
な
が
ら
時
間
は
少
し
ず
つ
進

み
、数
年
経
つ
と「
ど
こ
に
も
出
口
が

な
い
」と
感
じ
て
い
た
状
況
は
変
化
し

新
し
い
展
開
が
開
け
て
い
る
、と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
中
学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

し
て
い
た
こ
ろ
、手
の
か
か
る
や
ん
ち

ゃ
な
男
の
子
が
い
て
、生
徒
指
導
の

先
生
と
毎
週
、ど
う
し
た
も
の
か
、と

頭
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。私
の
バ
イ

ク
に
勝
手
に
ま
た
が
っ
て
ほ
う
き

を
ブ
ン
ブ
ン
振
り
回
し
て
い
た
の

を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。そ
れ
か
ら

数
年
た
っ
た
あ
る
日
、そ
の
中
学
校

の
廊
下
で
若
い
夫
婦
に
呼
び
止
め
ら
れ

ま
し
た
。女
性
は
生
後
2
か
月
く
ら
い

の
赤
ち
ゃ
ん
を
大
事
に
抱
っ
こ
し
て
い
ま

す
。そ
の
お
母
さ
ん
が
言
う
に
は
、夫
は

出
産
に
立
ち
会
っ
て
と
て
も
変
わ
っ
た

そ
う
で
す
。ち
ょ
う
ど
私
も
も
う
す
ぐ

父
親
に
な
る
、と
い
う
時
期
で
し
た
。新

米
お
父
さ
ん
は
私
に「
立
ち
会
っ
た
方
が

い
い
よ
」と
言
い「
そ
う
か
、あ
り
が
と
う
」

と
答
え
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。あ
の
や
ん

ち
ゃ
な
中
学
生
は
私
に
と
っ
て
先
輩
父

ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、「
未
来
の
自

分
」を
想
像
し
た
り
、そ
れ
を
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
っ
た
り
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、今（
現
在
）の

自
分
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
す
が
、今

に
つ
な
が
る
過
去
も
よ
く
話
題
に
な
り

ま
す
。過
去
の
自
分
は
実
在
し
た
そ
の

人
で
す
。一
方
、未
来
の
自
分
は
今
の
と

こ
ろ
実
在
し
な
い
が
、や
は
り
大
切
な

そ
の
人
自
身
に
な
り
ま
す
。ド
ラ
え
も

ん
の
世
界
の
よ
う
に
時
間
を
自
由
に
行

き
来
で
き
れ
ば
、過
去
・
未
来
の
自
分

と
出
会
う
経
験
も
で
き
ま
す
。し
か
し

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
に
乗
ら
な
く
て
も
、過
去

や
未
来
の
自
分
に
意
識
を
向
け
る
こ
と

で
、今
の
自
分
を
少
し
違
っ
た
視
点
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
る
よ
う

で
す
。

　
最
後
に
、「
未
来
の
自
分
」を
全
く
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
疲
弊
、混
乱
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
を
乗
り

越
え
る
本
人
の
力
と
周
囲
の
支
え
の
大

き
さ
を
、時
間
の
流
れ
の
中
で
改
め
て

実
感
し
ま
す
。

キャリア支援委員長

井上　幸一

学生相談室
臨床心理士

木村　太一

進路状況

学生相談室より

学生相談室
〔リラックスルーム・ゴリラ〕

1号館1階（保健室横）
092-922-3374（直通） 
月～金
10:00～17:30

場所

電話

相談
時間

「進路状況とキャリア教育」

福岡女学院大学人間関係学部子ども発達学科

　
2
0
1
8
年
度
卒
業
見
込
み
者
の

キャリア支援委員長

井上　幸一

の
廊
下
で
若
い

ま
し
た
。女
性
は
生
後
2
か
月
く
ら
い

の
赤
ち
ゃ
ん
を
大
事
に
抱
っ
こ
し
て
い
ま

す
。そ
の
お
母
さ
ん
が
言
う
に
は
、夫
は

出
産
に
立
ち
会
っ
て
と
て
も
変
わ
っ
た

そ
う
で
す
。ち
ょ
う
ど
私
も
も
う
す
ぐ

父
親
に
な
る
、と
い
う
時
期
で
し
た
。

学生相談室
臨床心理士

木村　太一

学生相談室より

〔リラックスルーム・ゴリラ〕

1号館1階（保健室横）
直通）

平成30年度 九州学園人事異動 平成29年度・30年度 会計報告

（
順
不
同
氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い
方
を
除
く
）

寄
付
金
の
お
礼

　三
百
万
円
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福
岡
国
際
大
学

　
　
　
　
　
　
　
学
友
会
　
様

　　百
万
円

　
　
古
賀
　
佳
代
子
　
様

　九
十
万
円

　
　
福
岡
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　
後
援
会

様

　十
万
円
以
上

　　

　
　
風
早
会
　
　
　
　
様
　

三
万
円
以
上

　
　
浪
江
　
美
子
　
　
様

　
　
安
河
内
　
寛
　
　
様

　
　
匿
名
１
名
　
　
　
様

　一
万
円
以
上

　
　
山
本
　
　
定
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北
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康
一
郎
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小
田
　
寿
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川
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真
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平
田
　
繁
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田
中
　
ル
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宮
﨑
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大
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隆
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国
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真
由
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中
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敦
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美
知
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朝
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匿
名
５
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様

　
　　三

千
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以
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時
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彩
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田
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博
子
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原
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浩
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蔀
　
　
啓
一
郎
　
様

　
　
梨
木
　
英
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様

　
　
諌
山
　
登
美
　
　
様

　
　
葛
城
　
富
子
　
　
様

　
　
山
﨑
　
亜
古
　
　
様

　
　
堀
池
　
美
津
保
　
様

　
　
白
石
　
佐
知
子
　
様

　
　
田
中
　
美
恵
子
　
様

　
　
小
柳
　
節
子
　
　
様

　
　
工
藤
　
佑
喜
子
　
様

　
　
匿
名
２
名
　
　
　
様

　二
千
円
以
上

　
　
宮
本
　
晴
美
　
　
様

　
　
山
口
　
ま
す
み
　
様

　
　
藤
井
　
は
る
み
　
様

　
　
古
賀
　
喜
久
子
　
様

一
千
円
以
上

　
　
大
石
　
桃
香
　
　
様

　
　
萩
　
　
由
美
子
　
様

　
　
　
　

  

以
上
三
団
体
・
六
四
名
様

学生の教育環境を整備します

2016年に開学50周年を迎えました。
「次の50年」に向けて新たな歩みをはじめ、教育体制を
充実させ、教育環境・施設設備の充実を図ります。
皆様のご理解と、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
[募金に関するお問い合わせ先]
福岡女子短期大学　会計課
電話：092-922-2392　FAX：092-922-6453

福岡女子短期大学応援基金

1415
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音楽に興味がある方にもない方にも
音楽の素晴らしさを伝えたい

電子オルガンの可能性を広げたい
吉田 あかね 先生 桑原 哲章 先生

教員の
活動について

特集

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場

　本号を発行するにあたりご協力いただきました皆様に御礼申し上げます。
　今回は特集として「本学教員の活動について」を音楽科2名の教員で執筆させていただきました。普段、私達は「音楽＝演奏」で自分達の想いを
表現していますが、今回文章として書く機会をいただき「私たちの活動が常に本学教育に貢献できるようなものでありたいという思い」を改めて
強く感じました。本学には魅力的な教員が多くいます。今後も特集で本学教員の魅力を皆さまに感じ取っていただければ幸いです。

編 集 後 記

平成30年度  行事日程

福岡女子短期大学 ハンドボール部福岡女子短期大学 ハンドボール部

平成30年8月26日（日）～8月30日（木）まで沖縄県で開催『平成30年度
九州学生ハンドボールリーグ秋季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

平成30年11月10日（土）～14日（水）石川県金沢市で開催された『高松宮記念杯 
女子第54回 平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』に
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子
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〒812-0016  福
岡
県
福
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博
多
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博
多
駅
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TEL（
092）292-0300／

FAX（
092）483-9089

【女子1部リーグ結果】
4/29（日） 福女短　23-14　西南大
4/30（月） 福女短　17-14　名桜大
5/1（火） 福女短　22-17　琉球大
5/2（水） 福女短　27-15　熊本大
5/3（木） 福女短　13-32　福岡大

【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　熊本大 3勝2敗
４位　名桜大 2勝3敗
５位　琉球大 1勝4敗
６位　西南大 5敗

【表彰】
女子1部
優秀選手　赤塚　未菜
　　　　　牧　　遥花

【1回戦】福岡女子短期大学（九州）　13-34　東京女子体育大学（関東）

【女子1部リーグ結果】
8/26（日） 福女短　28-13　名桜大学
8/27（月） 福女短　39-10　熊本大
8/28（火） 福女短　35-13　琉球大
8/29（水） 福女短　34-12　沖国大
8/30（木） 福女短　17-32　福岡大

女子1部
優秀選手　中村　涼夏
　　　　　坂田　鈴央

【表彰】【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　名桜大 2勝2敗1分
４位　琉球大 2勝3敗
５位　熊本大 1勝3敗1分
６位　沖国大 5敗

福岡女子短期大学ハンドボール部は、木下監督のもと、1年生5名が加わり・創部2年目を迎えました。

平成30年4月29日（日）～5月3日（木・祝）に福岡市内で開催『平成30年度 
九州学生ハンドボールリーグ春季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

『平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』への出場権を獲得

2年連続出場しました。

広報委員長　桑原哲章

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場

● 福 岡 女子 短 期 大 学　● 福 岡 女子 短 期 大 学 附属  野 方 幼 稚園
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就職情報
学校の声
風早会だより

教員の活動について特集

野方幼稚園だより
福岡女子短期大学
キャンパス情報

快挙!!2年連続全国大会出場!快挙! 2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場

　本号を発行するにあたりご協力いただきました皆様に御礼申し上げます。
　今回は特集として「本学教員の活動について」を音楽科2名の教員で執筆させていただきました。普段、私達は「音楽＝演奏」で自分達の想いを
表現していますが、今回文章として書く機会をいただき「私たちの活動が常に本学教育に貢献できるようなものでありたいという想い」を改めて
強く感じました。本学には魅力的な教員が多くいます。今後も特集で本学教員の魅力を皆さまに感じ取っていただければ幸いです。

編 集 後 記

平成30年度  行事日程

福岡女子短期大学 ハンドボール部福岡女子短期大学 ハンドボール部

平成30年8月26日（日）～8月30日（木）まで沖縄県で開催『平成30年度
九州学生ハンドボールリーグ秋季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

平成30年11月10日（土）～14日（水）石川県金沢市で開催された『高松宮記念杯 
女子第54回 平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』に
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市
博
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TEL（
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092）483-9089

【女子1部リーグ結果】
4/29（日） 福女短　23-14　西南大
4/30（月） 福女短　17-14　名桜大
5/1（火） 福女短　22-17　琉球大
5/2（水） 福女短　27-15　熊本大
5/3（木） 福女短　13-32　福岡大

【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　熊本大 3勝2敗
４位　名桜大 2勝3敗
５位　琉球大 1勝4敗
６位　西南大 5敗

【表彰】
女子1部
優秀選手　赤塚　未菜
　　　　　牧　　遥花

【1回戦】福岡女子短期大学（九州）　13-34　東京女子体育大学（関東）

【女子1部リーグ結果】
8/26（日） 福女短　18-14　名桜大学
8/27（月） 福女短　28-13　熊本大
8/28（火） 福女短　24-20　琉球大
8/29（水） 福女短　27-14　沖国大
8/30（木） 福女短　17-32　福岡大

女子1部
優秀選手　中村　涼夏
　　　　　坂田　鈴央

【表彰】【勝敗】
優勝　福岡大 5勝
２位　福女短 4勝1敗
３位　名桜大 2勝2敗1分
４位　琉球大 2勝3敗
５位　熊本大 1勝3敗1分
６位　沖国大 5敗

福岡女子短期大学ハンドボール部は、木下監督のもと、1年生5名が加わり・創部2年目を迎えました。

快挙!快挙!快挙!快挙! 2年連続全国大会出場2年連続全国大会出場2年連続全国大会出場2年連続全国大会出場

平成30年4月29日（日）～5月3日（木・祝）に福岡市内で開催『平成30年度 
九州学生ハンドボールリーグ春季大会（女子1部）』では、4勝1敗で準優勝（2位）

『平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会』への出場権を獲得

2年連続出場しました。

広報委員長　桑原哲章

快挙!!2年連続全国大会出場快挙!!2年連続全国大会出場

７月５日 七夕誕生会
７月11日 音楽小発表会
７月19日 お泊り保育
９月18日 老人福祉施設敬老祭
10月７日 第43回 運動会
10月16日 芋掘り遠足
10月18日 園外巡り
10月20日 バザー（キラリン★フェスタ）
10月25日 お店屋さんごっこ
10月29日 ハロウィン
11月28日 おすもう大会
12月２日 生活発表会
12月13日 クリスマス誕生会

平成31年１月15日 郵便ごっこ
2月９日 音楽発表会
2月15日 マラソン・ドッチボール大会
2月19日 お別れ遠足
2月22日 なわとび大会
3月１日 ひなまつり誕生会
3月５日 茶話会
3月11日 お別れ会
3月14日 卒園式

福岡女子短期大学附属野方幼稚園
年月日 日　程

平成30年４月13日 入園式
４月19日 対面式
５月17日 親子遠足
６月15日 プール開き
６月17日 保育参観（ファミリーデー）
６月26日 フィンガーペインティング

10月27日・28日 第52回風早祭
10月29日 学園祭後片づけ日（終日休講）
12月6日 第2回音楽科未来へのコンサート

（アクロス福岡シンフォニーホール）
12月14日 風早聖夜祭（風早寮）

12月25日～1月６日 冬季休業期間
平成31年
1月28日～2月1日 後期定期試験期間

2月18日 後期成績発表日
2月20日～2月22日 後期追再試験期間

3月11日 第48回音楽科卒業演奏会
3月15日 学位記授与式（卒業式）
3月23日 春のオープンキャンパス

福岡女子短期大学
年月日 日　程

平成30年４月２日 入学式
４月３日～４月４日 新入生オリエンテーション期間

４月５日 前期講義開始日
５月16日 高校連絡会
５月20日 オープンキャンパス（第1回）
６月１日 開学記念日
６月24日 音楽講習会
７月７日 風早七夕祭（風早寮）
７月15日 オープンキャンパス（第２回）
７月28日 オープンキャンパス（第３回）

７月30日～８月３日 前期定期試験期間
８月10日 オープンキャンパス（第４回）

８月11日～８月16日 夏季休業期間
８月18日 オープンキャンパス（第5回）
８月27日 前期成績郵送日

９月17日～９月19日 前期追再試験期間
９月16日 保護者懇談会（会場：本学）
９月20日 後期オリエンテーション
９月21日 後期講義開始日
９月30日 音楽講習会
10月26日 学園祭準備日




